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1 李光葵、｢先考府君의 遺事｣、附錄 『刊本 雅正遺稿』 第8卷  
   幼時 家人嘗失所在 向夕 於廳壁後積草間得之 盖耽觀塗壁之古書 不知日之暮 其嗜學卽天性也 
2 Ibid.  
   自幼未嘗受學於人 王考先敎十九史略 自太古 考其注釋 鈔其緊要語 問其疑難 未及領會 























                                                                                                                                               
泣而隨之 王考若出門 而文義有未曉處 必挾冊 肩負於人 就隣里長老問之 未盡史略一篇 
文理已通暢 如宿講 其讀書也 畫日晷于屋壁 爲五時 時至則雖與羣兒遊嬉 盡棄戱具 

















































                                                          
15 李德懋、｢敎習｣、『士小節』3、  
   學古而泥 非眞古也 酌古斟今 今眞古也 
16 <歳精惜譚>、｢嬰處雜稿｣ 1、『靑莊館全書』第5卷  
   脫累之士 事事欲遵古 流俗之士 事事欲從今 互相激憤 難得適中 自有酌古量今底好道理 
何害士君子中正之學也 古有匍匐 吊表之人 又聞頃世 士修身好古 以笠爲東俗 不堪著 及卷柳皮爲冠 
行于道 爲人駭笑 遵古之弊 固已怪也 從今之弊可勝言哉 
17 李光葵、<先考府君遺事>、｢附錄｣、『刊本 雅亭遺稿』 第8卷  
   或問 歴代詩何者最好 曰蜂之釀蜜 不擇花 蜂若擇花 蜜必不成 爲詩亦猶詩也 爲詩者當汎濫於諸家 
































                                                          
18 <朴在先 齊家 書>、『刊本 雅亭遺稿』第7卷、文、書  
   吾儕二十年前 汎覽百家 亦云富有 畢竟歸趣 卽全經全史 而著書立言 不出經濟實用間 
竊自付於漁中貴與之列 發爲詞章 亦以別裁僞體 多師爲師 相與約誓 
19 別裁僞體’と‘多師爲師’の意味についての琴東呟、朝鮮後期 文學理論研究､（寶庫社。2002）pp. 
239~240。參照 
20 <耳目口心書> 1、『靑莊館全書』第48卷  
   古文之名目盛行 其隋唐以來乎 夫名世雋傑 各有志氣精神 言語事功 發露筆端 酬應不已者 
無非文也 雖有工拙之辨 安有古今之分 科擧之學旣出後 專尙浮虛 拘於功令 
以不入主司之眼爲可懼 而始号爲時文 其它序記論説等文字稍加典則者 号爲古文 
































                                                          
21 <塾講規約圖跋>、跋､『刊本 雅亭遺稿』第3卷  
   欲知學術之醇與不醇 只尋門路之如何 門路非徒然而知也 晦菴朱夫子小學書近思錄 栗谷 李
先生 撃蒙要訣 聖學輯要工程之先後犂然條例之大小井然舍此則難乎得其門路之正大也 
余讀近世新安儒者施虹玉氏塾講規約 生乎朱子之鄕 講乎朱子之學 其爲言也 洞達坦易 
易知易行 承襲乎小學近思符合乎輯要要訣 其不爲旁門捷路 曉然明白也 今年冬 
趙敬菴編次爲學之方圖說 余引此書 紬繹其條理 敬菴贊嘆良久 請余排列爲圖 余於是 


































                                                          
22 朴趾源、<行状>、｢付録｣､『刊本 雅亭遺稿』第8卷  
   懋官未嘗以儒者自命 夷考其行 謹守程朱門戶 不失尺寸 爲文章 不求馳騁震耀 辭達理到 
刻畵簡潔 自成一家 
23 <敎習>1、士小節 第3 、士典3､『靑莊館全書』第27卷～第29卷  
   學語孟庸 爲學階梯 井井不紊 繼此者 擊蒙要訣小學書近思錄聖學輯要 規模精密 由淺入深 
































                                                          
24 <與李洛瑞書>､『刊本  雅亭遺稿』第6卷、文、書  
   不佞嘗以爲朝鮮有三部好書曰  聖學輯要 曰磻溪隨錄 曰東醫寶鑑 一則道學 一則經濟 
一則活人之方 皆儒者事也 
25 <潘秋   庭筠> 『雅亭遺稿』11、書5、靑莊館全書 第19卷  
   我東栗谷先生李文成公珥 資品顔曾 義理程朱 竊想先生已於湛軒熟聞之 此是東方聖人 
而其學不表章於中國 誠爲缺典 令人慨歎 嘗湛軒年前仰餽先生栗谷所著聖學輯要 
先生何不開彫廣布 以光儒學耶 
26 氵藍溪書院は、文獻公 鄭一蠹（鄭汝昌） 先生を享祀する所で、廟庭碑は、奉祀孫 德濟が
建てて、碑文は、本菴（金鍾厚）が作った。 











風瀟獵獵弄輕柔   四月花開麥已秋  








松間引歩牛風涼   手弄金沙到夕陽  
千載阿郞無處覓  蜃樓消盡海天長   
 






五十年來臥碧山   是非何事到人間  
小堂無限春風地   花笑柳眠閒又閒  
   
と詠い、宋尤菴（宋時烈） 先生の <道峯書院>という詩に、  
 
                                                                                                                                               
   其卓然爲斯道  倡接墜緖於中土者 實自寒暄金先生 一蠹鄭先生 
始沿是而有靜菴退溪栗谷牛溪沙溪牛菴同春 諸先生代作 至于今 磊落燀赫 而天下道統之傳 
歸于我矣 猗歟威哉 
28 （原註）案 侯鯖録  宋詩僧參寥詩  風滿獵獵弄輕柔 欲立蜻蜒不自由（『侯鯖録』）を詳考
するに、宋の詩僧  參寥の詩に   ‘風がそよそよと蒲を軽やかにそよがせ [風滿獵獵弄輕柔 ] 
赤トンボが思うように止まれない[欲立蜻蜒不自由]' と詠んだ。』 







蒼崖削立洞門開   澗水潺湲幾曲回  
堯舜君民當世志   廟前空有後人來  
 






蒹葭岸岸露華盈   篷屋秋風一夜生  
臥遡淸江三十里   月明柔櫓夢中聲  
 






園花寂寂一鶯鳴   野水翻翻雙鷺明  







                                                          
30 <理學諸先生詩>､｢淸脾錄｣4､『靑莊館全書』第35卷  
   偶思諸先生絶句可誦者 鄭一蠹先生 遊頭流山 風瀟獵獵弄輕柔 四月花開麥已秋 
看盡頭流千萬疊  孤舟又下大江流 李栗谷先生題金沙寺 松間引步牛風涼 手弄金沙到夕陽 
千載阿郞無處覓  蜃樓消盡海天長 成牛溪先生 溪上春日 五十年來臥碧山 是非何事到人間 
小堂無限春風地  花笑柳眠閒又閒 宋尤菴先生 道峯書院 蒼崖削立洞門開   澗水潺湲幾曲回 
堯舜君民當世志  廟門空有後人來 金農巖先生 江行 蒹葭岸岸露華盈 篷屋秋風一夜生 
臥遡淸江三十里  月明柔櫓夢中聲 李陶菴先生 春興 園花寂寂一鶯鳴 野水翻翻雙鷺明 
















た。栗谷は、 ‘真知 ’を強調したのであるが、これは、 ‘事物の理を窮究して実践を通
















                                                          
31 崔英成､<鄭汝昌>、｢士林派 學者의 成長｣、『韓國儒學思想史 Ⅱ』（亞細亞文化社、  
1995）、p. 127參照 
32 李珥､「答成浩原」壬申6、『栗谷全書』卷10、書2  
   人之所見有三層 有讀聖賢之書 曉其名目者 是一層也 有既讀聖賢之書 曉其名目 
而又能潛思精察  豁然有悟其名目之理 瞭然在心目之間 知其聖賢之言 果不我欺者 
是又一層也 但此一層 煞有層級 有悟其一端者 有悟其全體者 全體之中 其悟亦有淺深 
要非口讀目覽之比 而心有所悟 故俱歸一層也 有旣悟名目之理  瞭然在心目之間 
而又能眞踐力行  實其所知 及其至也 則親履其境 身親其事 不徒目見而已也 如此然後 






























                                                                                                                                               
親見者也 
33 <歳精惜譚>､｢嬰處雜稿｣ 1､『靑莊館全書』第5卷  
   道在日用目前  甚淺近 莫淺於灑掃應對 莫近於愛親敬長 欲做好人者 多舍此去 而窺高大 
必先欲談天說易  其躐等而不循序 如此 未知人事 安知天事 未知人理 安知易理 
34 李珥､<答成浩原渾> 甲寅、『栗谷全書』卷9 書1 
   大凡道非高遠難行之事 只在日用耳 日用之所當行者 無非道也 
35 栗谷は、これと関連して彼の著書の中で、朱子の言葉を引用しているが、栗谷もこのよう
な話をよくした。  
  人之所以爲學者、 以吾之心未若聖人之心故也。 心未能若聖人之心、 是以、 燭理未明、 
無所準則、 隨其所好、 高者過、 卑者不及、 而不自知其爲過且不及也。 必因先達之


























靑莊館は、科文が軽浮で、陳腐な陋習を脱せれば、 ‘本然의 天真 ’が得られると考
えている。この ‘本然의 天真 ’は、靑莊館詩論の一つの要諦である。では、この ‘天
真 ’とは一体、何なのか。  
 





があり、順序があるべく、急いで 切 迫 な心で求めてはいかぬ。 <修己> 第2上 ､
「聖學輯要」2、『栗谷全書』卷26 
36 <歳精惜譚>、｢嬰處雜稿｣1､『靑莊館全書』第5卷  
   浮華之流 厭看經書及其它學問等語 別知滋味 不如稗官 雖有讀者 務爲剽竊 傅會詞章 
非眞讀也 或有意讀之 即反嘲曰 腐儒 余於斯有感 
37 <徐稼雲有秊>､｢雅亭遺稿｣11、書5､『靑莊館全書』第19卷  
   嗟乎 世之人 擧不知科擧外有好事 故父兄師友 以是勸勉 其不至喪心失身者  幾希矣 
學古所以長知見  讀書所以扶倫綱 茲豈非好事耶 雖未免從國制習科業 而須卓然自立 


























昔我誦君詩   意謂千載人  
往往夢中覯   有如超俗塵  
伊今忽見之   握手露天眞  
灑落竹林趣   相看不冠巾  
君目不爲白   我眉不爲嚬  
願言各勗心   逍遙以忘貧  
 
靑莊館にとって天真とは、 ‘飾り気のない心 ’であり、具体的には、 ‘世俗を脱する
灑落 ’の意味でもある。この天真をみる立場もやはり栗谷と同様である。 
 
                                                          
38 <嬰處稿自序>、｢嬰處文稿｣1 序､『靑莊館全書』第3卷  
   夫嬰兒之娯弄  藹然天也 處女之羞藏 純然眞也 茲豈勉强而爲之哉……娯之至者 
莫如乎嬰兒 故其弄也 藹然天也 羞之至者 莫如乎處女 故其藏也 純然眞也 人之嗜文章 
至娛弄至羞藏者  亦莫如乎余 故其稿曰嬰與妻 















明德皎日月   斯皇天所畀  
妄念蝕本明   始微終轉熾  
山木困斧斤   天眞汨私僞  
二十五年間   沈迷夢中醉  
















                                                          
40 李珥､<至夜書懷>､『栗谷全書』卷1 詩上 
41 <守眞軒記>､｢記｣､『靑莊館全書』第3卷  
夫事物之近乎巧者 流以爲詐者 眞之反也 且守眞者 生於斯世 志嘗好古焉 好於古者 










真 ’の獲得”と ‘不変性の追求 ’によって到達できる境地であるが、この時の ‘真 ’は、即
ち ‘醇朴 ’である42。この  ‘醇朴 ’というのは、靑莊館の言う ‘樸素 ’と  同一概念である。
詩の志向すべき境地として、栗谷は、 ‘醇朴 ’を、靑莊館は ‘樸素 ’をかかげたのである。 
以上の論からみると、靑莊館は、思想と文学において基本的に道学、特に朱子
学に根本をおいてあり、特に我が国の栗谷を ‘東方の 聖人 ’として高く推仰して、思
想と文学の面で、靑莊館は栗谷を私淑したものと見なされる。 
 











黄芽綠莢如孩動   縐水紋嵐似縠纖  








春嫌全露先侵柳   雲悵無依竟度杉  
 
                                                          

































                                                          
43 ｢耳目口心書｣5､『莊館全書』第52卷  
   春日逢子欽 子欽誦其數聯曰  黄芽綠莢如孩動 縐水紋嵐似縠纖 水暖鳧雛泡影嬲 
寺空狐女佛光參  余曰 故是袁中郞 近聞稚川觀中郞集 仍與子欽作數篇頊進一格 有曰 
春嫌全露先侵柳  雲悵無依竟度杉 子欽不無存神之化也 子欽笑曰立中郞書院  以吾爲配享也 
一中郞雖不可無  近者散作百中郞 無乃太濫耶。 
44 <内弟朴稚川宗山>､｢雅亭遺稿｣8書 2､『靑莊館全書』第16卷  
   文章有悟處 然後立脚 勿以中郞爲末季怪品侮之 齊心靜會 必透得領玲瓏竇  一轉眼 則萬
物皆吾文章也 君才古質 故以此救之 然豈一切於是物 流宕忘返也乎哉 毎當以此輩禮待之  







































                                                          


















では、靑莊館が袁中郞に取ったのは、何なのか。 それは、即ち、 ‘奇 ’である。彼は、
道学に太い根を置きながら、この ‘奇 ’を取り、彼の文学に変容させた。だから靑莊
館にとってのこの ‘奇 ’というのは、袁中郞の ‘奇 ’に等しくない。袁中郞は、ひたすら
‘新奇 ’のみを追從したが、靑莊館は、この ‘奇 ’の中から正しいものだけを取ったこと
であり、彼の ‘奇 ’は、彼の色んな文学的特徴の一つとしていちづけることである。 
靑莊館は、 ‘奇 ’の正しいもの中に見るべきものとして ‘抑揚、與奪、正規、暗諷、
順道、  反説、等を提示しながら、それ [奇正]は、絶えなく変化していくものであ





                                                                                                                                               
   或曰 又若有袁柳浪左擁徐文長 右携江進之 駈曾退如陶周望輩 來問於子曰 
文章安有定法哉  理何必先民所恒訓 語何必前賢所恒道 當快脫粘縛 直叚步武 門戶則特立 
而洞天則別開也  或掇拾古人字句 豈曰 文章名世哉 子當何答 我當曰 拘也 
若以子之才則可  且擇天下之士如子之才 而善於超脱者 傳之以此方亦可 然天下之才 非超
脱而止也 有典雅者 有平易者 壹皆責之 以別創新奇 
或恐反喪其本然而日趨于高曠超絶之域 不亦敗道乎 振作多士之文章 豈一律而已哉 
無乃局乎 仍才奇正 自有可觀 抑揚與奪 正規暗諷 順導反說 其變化也無涯 
但不使之太剝削其渠之本然與天眞 去其滲滓腐穢而已矣 且古人軌轍 不可拘束 
亦不可專然抛棄也 自有竗解透悟法 在人人各自善得之如何耳  子紛紛怒罵 
以天下人之不一齊從吾命 爲大憂也 則吾懼其末流仍文害道 誣言妄談 猖狂自恣 




































                                                          
46 <尹曾若可基>､｢雅亭遺稿｣8、書2､『靑莊館全書』第16卷    
   某主趣而欲靈  進玉主氣而已幻 某全平不欲也 全奇不能也 故四分平六分奇  時行坦途 
時入深山 進玉憤而拔鄙吝萌 悶而滌塵垢囊以衡霍峨眉 爲蟻封彈丸 愈矯激而愈探奇之不已  

















館は、 ‘文章自娛 道學自衛 ’を 主張した。 
靑莊館は、公安派の理論に関心を見せていたが、その理論を全的に受容しない
で、彼らの主要関心事である ‘淸新（新奇） ’の中で、 ‘奇正 ’、即ち、偏らない正しい
‘奇 ’を受容した。この ‘奇 ’でもって道学の ‘本然と天真 ’に染み込んだ屑や腐って汚い
ものをなくすことに使用した。 
靑莊館の学問と文学に接する態度、また、公安派の理論を接する態度は、まさ
しく ‘酌古斟今 ’の 態度である。この立場から論理を展開してきた本稿は、靑莊館の
尨大の著述と文学の中で、ほんのわずかな部分を扱ったが、 ‘酌古斟今 ’の態度は、
彼の尨大の著述を見透かして一貫できると思われる。 
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